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論文審査の結果の要旨 
本研究は，上顎前歯部の隣接する 2 本のインプラントにおいて，アバットメントの連結
様式の差異，インプラントの埋入深度，およびインプラント間距離がインプラント間歯槽
骨に及ぼす力学的影響を三次元有限要素法を用いて評価したものである． 
その結果，インプラント間歯槽骨の維持には，コニカルコネクションが力学的に有利な
アバットメント連結様式であり，埋入深度が深くなることや，インプラント間距離が 3.0 
mm 以下に近接することが予測される症例では，コニカルコネクションのインプラントを
使用することで，インプラント間歯槽骨の吸収を抑制できる可能性が示唆された． 
以上の研究成果は，審美領域に連続した複数本のインプラント治療を行う場合に，イン
プラント間歯槽骨の維持に力学的に有利なアバットメント連結様式の選択と埋入条件の設
定に有用な示唆を与えるものであり，本研究は博士(歯学)の学位授与に値するものと認め
る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
